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リチウムイオン電池の負極材料工場の新規建設を計画 

  中国のリチウム電池の需要は大いに伸び、市場価格が値上がりしている。iccsino.com 

(ICC 社）の分析週報によると、2021 年 1 月から 6 月まで中国の主要企業 16 社の生産量は

31.45 万トンで、前年比で 143%増加した。 

  8 月 31 日、中国宝安集団股份有限公司（本社：深セン市）は、同社傘下の貝特瑞新素材

集団股份有限公司（本社：深セン市。以下、「貝特瑞」）と福鞍ホールディングス（本社：

遼寧省鞍山市）が「リチウムイオン電池用負極材前駆体と負極材完成品生産ライン年間 10

万トンの建設に関する協力契約」を締結すると発表した。 

  双方は共同出資方式で四川瑞福新素材科技有限公司を新規設立する。資本金は 3 億元で、

貝特瑞が 1.53 億元（全体の 51%）を出資する。 

この会社はリチウムイオン電池用負極材前駆体と完成品を年間 10 万トン生産する工場

を建設する予定である。 

  新規工場の建設は 2 期に分けて行い、第 1 期の規模は 5 万トン/年、第 2 期の規模は第 1

期稼働後に決められることになっている。 

情報源：ICC社、石墨盟情報より整理作成。 


